
＜ D-STAR通信の特徴と問題点 ＞ date: 27-10-2016

１．目的

D-STAR通信の種類の中で、US-TRUST系（G1/G2 dplus）通信時のデータフローを図示し、

Ｇ１（日本国内仕様）、Ｇ２+Dplus、及び Dplusリフレクター（アメリカ仕様）との通信時

の特徴を知り、問題点を明確にすることにより、通信している当事者以外の利用者への混

信・混乱を回避し、快適・スムーズにアマチュア無線業務が行えるよう支援する。

２．D-STAR通信網

D-STAR仕様そのものは、

http://www.jarl.com/d-star/STD5_0.pdf

にて公開されており、この仕様に基づいた無線機器（レピーターやリフレクターなどの

サーバも含む）を当初は１メーカー独占状態であったが、その後、各国（特にヨーロッパ）

で開発され、多種の D-STAR通信を楽しむことができるようになった。これらの変遷が

http://db0fhn.efi.fh-nuernberg.de/lib/exe/fetch.php?media=projects:dstar:ircddb:hamradio_

2010-ircddb.pdf

に読み取れる。つまり、現在は、US-TRUST系より、ircDDB系のネットワーク網がテリ

トリーを広めており、多くの G/Wレピーターやノード局が存在している。

３．実際の通信フロー

D-STAR通信のスタンダード的な US-TRUST系のＧ１、G2+Dplus、Dplusリフレクターの

通信フローを具体的に以下に示す。

【例－１】 レピーター Xは現在 G2であるが、G1に置き換えても同様

無線機 A レピーター X レピーター Y 無線機 B

A G G B

MyCall: JH1BLT MyCALL: NW6UP

UrCALL: NW6UP UrCALL: JH1BLT

RPT1: JP1YKMA RPT1: WW6BAY B

RPT2: JP1YKM G RPT2: WW6BAYG

←＜定期的に同期＞

日本側から DBを定間隔で USから日本へ

送信している。 の送信は無し

各局の無線機の最終アクセスレピーターやレピーター 定期的に最終アクセスレピーターやレピー

の GIP変動をリアルタイムに更新している集中型 ター GIP変動に対応して更新・同期実行
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【例－２】 レピーター Xは現在 G2であるが、G1に置き換えても同様

無線機 A レピーター X レピーター Y 無線機 B

A G G B

MyCall: JH1BLT MyCALL: NW6UP

UrCALL: NW6UP UrCALL: CQCQCQ

RPT1: JP1YKMA RPT1: WW6BAYA

RPT2: JP1YKM G RPT2: WW6BAYG
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【例－３】 レピーター Xは日本国内 G2+Dplus 仕様

無線機 A レピーター X レピーター Y 無線機 B

A G G B

MyCall: JH1BLT MyCALL: NW6UP

UrCALL: NW6UP UrCALL: CQCQCQ

RPT1: JP1YKMA RPT1: mone

RPT2: JP1YKM G RPT2: none

Remote User

G/W Repeater

G/W Repeater

・

・
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